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来
年
度
も
引
き
続
き
フ
オ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
多

く
の
方
の
ご
応
募
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!

だ
漕がゞ

,--

ば
均
/ノ-
¥
-

｢お
て
つ
だ
い
｣
奈
良
哲
男
さ
ん

しそぎエー い

佳作
｢スカイツリー｣ 中嶋輝久さん

　　
　　　
つ
だ

ー
入
選
｢か
ま
く
ら

あ
っ
た
か
-
い
○
｣

西
形
菊
美
さ
ん

佳
作
｢厄
よ
け
と
道
祖
神
｣
中
嶋
輝
久
さ
ん

に
も中溝
M
!
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佳
作
｢田
植
え
は
手
植
え
｣
藤
島
貴
光
さ
ん

“““““

｢丸一二導きも みべ響き"ぶも主翼さき

奉謝な
らゞ - ｣
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飜事三 -
こ
そ ･、さえ瀞--

、.

囃さき軽い麦な‐参議-叫ぼをキニトご鶴炎感ぜ諄中れ墨三滝なき‐
満載瀞卓三ここごま望訥嬢,

-

そぐ,

◆ 平成25年3 朝 日

-- 1讐ずr -キ‐&-に壷豊艶型国柄ー≦【超箋覊≧滋号焉舵ね=.◆--“･--ふも¥ぶち--u

　　 　　　 　　　　
　　

三
一ご
三
一
三越-
-二言-主に烹嘉さ

【ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】
最
優
秀
賞
村
長
賞

｢田
植
え
の
準
備
｣
平
松
拓
徒
さ
ん

高山村では、 村に今残っているものの大切 最優秀賞村長賞
さを再認識すること、 また後世に残すことを ｢田植え｣ 中嶋輝久さん

-- -,
目的に、第 2 回高山村の ｢未来に残したい写真｣ き禮疵騒ご,¥起き疑で ｣ .
コンテストを実施し、 3 9点の応募をいただき 爵梺岬幕斥蕁騒げ

ニゞ 総社げーげ
主れ れノさんの 対.杙草ネ mふ

ふ ろスぎ.、 鴎軽蔑議事尋常‐“≧#しき‘ずんば‐

しけoケベ上亭三潴ぜぎ望ま窿÷'“二きざ
一対簿嗣議轄きみ電警護轢き縄鰹だ

したo その甲から u iすまのハ員作回か次疋し･ 鰐鸚暮写さ薑桜二子群遊耕幇 -

入賞作品は高山村生涯学習 ･社会福祉推進大 ･“義之毒気難丸壼轄 -〉

　 　 　　　　　 　　会にて表彰 .展示を行いました。 ' ふ まタ
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【一 般 の 部】

最優秀賞村長賞 中嶋 輝久さん 田植え

優秀賞議長賞 高橋 健一さん 伝統の奉納舞

優秀賞教育長賞西形 菊美さん男暁 茶

入

佳

選 中嶋 輝久さん どんどん焼き

ん

ん

ん

ん

さ

さ

さ

さ

さ

久

久

男

久

光

輝

輝

哲

輝

貴

嶋

嶋

良

嶋

島

中

中

奈

中

藤

作 中嶋 輝久さん 鼓笛行進

中嶋 輝久さん 厄よけと道祖神

奈良 哲男さん おてつだい

中嶋 輝久さん スカイツリー

藤島 貴光さん 田植えは手植え

【ジュニアの部】

最優秀賞村長費 平松 拓徒さん 田植えの準備

優
秀
賞
教
育
長
賞

｢田
植
え
っ
て
お
も
し
ろ
い
｣
西
形
菊
美
さ
ん

　　
　　　
　

きれ,メス＼遼辯
黍

　　　　
せりふ

西形 菊美さん 鍔 途 .い。
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佳
作
｢鼓
笛
行
進
｣
中
嶋
輝
久
さ
ん

国

2 回高山村の
したい写真｣コ
★2 回高山村の

コンテスト｢未来に残したい写真｣コンテス

入
選
｢ど
ん
ど
ん
焼
き
｣
中
嶋
輝
久
さ
ん

　　

　
　　　
　
　

講
話
語
釈乱
れ

　
　
　
　
　　
　

優
秀
賞
議
長
賞

｢伝
統
の
奉
納
舞
｣
高
橋
健
一
さ
ん
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-禽

平
成
24
年
10
月
第
日
、
平
成

24
年
自
動
車
関
係
功
労
者
大
臣

表
彰
式
が
、
国
土
交
通
省
で
行

わ
れ
、
都
筑
秀
雄
さ
ん

(本
宿
)

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
貨

物
運
送
事
業
の
振
興
と
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

都
筑
さ
ん
は
、
｢地
域
に
励
ま

さ
れ
へ
育
て
ら
れ
、
40
年
事
業

を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。今
後
は
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
地
域
社

会
の
為
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。｣
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
で

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

鵞
し

1
月
灼
臼

(土
)
に
な
ご
み
組
5
時

間
目
が
行
わ
れ
、
松
井
ゆ
き
子
さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
て
高
山
村
産
の
こ
ん

に
ゃ
く
芋
を
使
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

を
行
い
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
通
り
に
作
っ

｣

や
混
ぜ
る
貝

み

舅
熟鑿

て
も
水
加
減

.霊園
国
恩
田
匡
■

　
　
　
　
　　
　
'

′【

合
が
難
し
く
、

　

　

　
　

　

川
肥==
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、

ヒ

コ

皆
さ
ん
四
苦

八
苦
。
先
生

の
よ
う
な
ピ

ン
ク
色
の
な

め
ら
か
な
こ

ん
に
や
く
は

な
か
な
か
で

き
ま
せ
ん
で

ふ
し
た
が
、
楽

事

し
く
作
る
こ

と
が
出
来
ま

彰

し
た
。
最
後

に
皆
さ
ん
で

一
刺
身
こ
ん
に

1
月
第
曰

(土
)
東
百

妻
町
コ
ン
ペ

ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
に
お
い

て
、
上
毛
か

る
た
競
技
吾

妻
地
区
大
会

が
開
催
さ
れ
、

高
山
村
か
ら

は
、
村
の
大
会
で
勝
ち
抜
い
た
小
学

生
と
中
学
生
の
有
志
で
結
成
し
た
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

都
内
6
町
村
の
代
表
選
手
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
高
山
村
か
ら
参
加
し

た
選
手
も
健
闘
し
ま
し
た
。

高
山
村
関
係
の
入
賞
者
は
次
の
通

り
で
す
。

【個
人
競
技
】

○
小
学
校
低
学
年
の
部

第
5
位

野
上

椋
太

(五
領
育
成
会
)

【団
体
競
技
】

○
中
学
生
の
部

第
3
位

古高
山
村
育
成
会

平
形

卓
弥

平
形

晴
長

本
所

然

去
る
2
月
4
日

(月
)
、
交
流
施
設

｢な

ご
み
｣
に
お
い
て
、
食
生
活
改
善
推
進
連

絡
協
議
会
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

の
共
同
事
業
が
開
催
さ
れ
、
知
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
今
年
で
=
同
日
の
取
り

/
:
む
く
い
た
だ
き

塑

ま
し
た
。

組
み
と
な
り

‘

ま
す
。
今
年

-

は
、
シ
ル
バ

-

-
1
会
員
2
名

き

の
方
に
講
師

｣

を
し
て
頂
き

-も

も
包
丁
研
ぎ
講

.

旦

習
を
行
い
ま

　
　
　　
　
　
　
　

‘七
日
午
後
三
時

ヨ
･
痺
れ
銑
議
会

昼
食
に
は

食
政
雄
の
方

が
作

っ
た

｢
混

ぜ

ご

飯
｣、
｢
具
沢

山
み
そ
汁
｣
、

｢煮
豆
｣
、
｢ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
｣

を
頂
い
た
の

ち
開
会
と
な

り
、
有
意
義

な
講
習
と
な

り
ま
し
た
。

1
月
31
日
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
主
催
、
第
2
回

ぐ
ん
ま
ス
ク
ー
ル
･
オ
ブ

･
ザ

･
イ
ヤ
ー
に
お
い
て
、

高
山
小
学
校
が

｢優
秀
賞
｣
(地
域
に
残
る
尻
高
人
形

か
ら
学
ぶ
)、
高
山
中
学
校
が

｢優
良
賞
｣
(高
山
中
･

花

･
光

･
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
県
内
の
小
中
学
校
の
優
れ
た
特
色

あ
る
教
育
活
動
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
学
校
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

小
学
校
で
は
、
14
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
小
学

校
伝
統
芸
能
教
室
に
関
し
、
地
域
の
伝
統
で
あ
る
尻

高
人
形
芝
居
を
錦
松
会
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
練
習
し
、
実
演
し
た
り
、
鑑
賞
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
尻
高
人
形
に
親
し
み
を
も
ち
、
地
域
の

よ
さ
や
伝
統
を
継
承
し

て
い
こ
う
と
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

た
。

▲

ま
た
、
中
学
校
で
は
、

‘

恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の

-

秀竣又埖ク洸｣ ,様緘
轢硼閼纖聞き事/矛転追

た

り
贄

定
し
、
地
域
の
-自
然
や

~
i
-
1

美
し
い
景
観
、
教
育
開

こ

連
施
設
、
人
材
を
生
か

　

　
　
　
　
　
　
　

　　

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

中
之
条
高
校
や
地
域
の
花
い
っ
ぱ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
パ
ン
ジ
ー

･
ビ
オ
ラ

･
サ
ル

ビ
ア
等
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
光
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
県
立
ぐ
ん
ま
犬
文
台
と
連
携
し
、
天

文
教
室
、
金
環
日
食
観
察
会
、
天
文
台
で
の
大
文
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

高
山
村
教
育
委
員
会
主
催
の
絵
画
教
室
に
参
加
し
、

芸
術
の
日
を
設
け
、
写
生
を
通
し
て
地
域
の
自
然
や

景
観
を
見
つ
め
直
す
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら
謙

虚
に
学
ぶ
姿
勢
、
自
然
の
不
思
議
さ
や
美
し
い
も
の

に
感
動
す
る
心
を
養
い
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
保
全
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
ん
で
い
ま
す
。

来てくれました

｢--
,
も
=
ト
.
-
-

-ゞ

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　　　
　

　小学校と中学校のみなさんが村長室へ受賞報告に

　
　　　
　

　

　　

　　　　　　　

-

、/‘＼、

渋
川
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て

【群
馬
県
交
通

安
全
大
会
】
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
高
山

交
通
指
導
員
の
相
京
輝
男
さ
ん
が
表
彰
状
を
、
平
形
勝

義
さ
ん
が
感
謝
状
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
共
に
群
馬
県
知
事
表
彰
で
、
表
彰
状
は
交
通
指

導
員
と
し
て
継
続
し
て
そ
の
業
務
に
精
励
し
、
既
に
感

謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
に
、
ま
た
、
感
謝
状
は
、
交
通

指
導
員
と
し
て
5
年
以
上
に
わ
た
り
継
続
し
て
そ
の
業

務
に
精
励
し
た
方
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

お
二
人
は
、
高
山
交
通
指
導
員
と
し
て
就
任
以
来
、

交
通
安
全
運
動
や
毎
月
一
月
の
県
民
交
通
安
全
日
を
は

じ
め
、
地
区
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
、
小
中
学

校
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
交
通
整
理
･
中
学
校
で
の
交
通

安
全
教
室
の
講
師
な
ど
、
地
域
の
交
通
安
全
の
た
め
に

奉
仕
的
精
神
で
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
二
人
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
ま
し
て
、
今
後
も
地

域
の
交
通
安
全
教
育
の
推
進
や
交
通
安
全
活
動
に
ご
尽

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
o

平成25年3月↑日
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5
な
ご
み
組
5
時
間
目
5

…
成
2
年
度
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高
山
小
学
校
･高
山
中
学
校

第
2
回
ぐ
ん
ま
ス
ク
ー
ル
･オ
ブ
･ザ
･イ
ヤ
ー
受
賞

　　　　　　　　　　　　

一脂

開
催

一難

蝮
通
指
導
員
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こ
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裕

高
山
村
農
業
委
員
会

(有
馬
嘉
太
郎
会
長
)
は
、
冬
場
の
農
閑
期
対

策
と
し
て
遊
休
農
地
を
使
っ
て
、
新
た
な
特
産
品
開
発
が
で
き
な
い
も

の
か
と
、
一
部
の
農
家
に
し
か
広
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
乾
燥
芋
作
り
の

試
験
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

--

全
農
業
委
員
野
名
が
、
昨
年
5
月
末
、
遊
休
農
地
2
呼
に
、
7
0
0

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　　
　
　　

　
　　

こ
の
乾
燥
芋
は
、
｢や
わ
ら
か
く
て

■
回
一日
間
“贓冒
1

　

　　　　　
　

甘
い
。｣
と
評
判
を
呼
ん
で
い
ま

･

す
o

ル畿
、

l リ部~

　　　　　　　　　　　

-覇
醤
瑚
幽
霊
■

　
　
　
　　

　
　

｣

-

,

L

高
山
村
人
権
教
育
推
進
委
員
会
･
高
山
村
教
育
委
員
会
で
は
、
21
世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
や
村
民
に
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
日
的
と
し
て
、
村
内
の
小
･

中
学
校
と
一
般
村
民
を
対
象
に
、
人
権
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
総
数
3
4
0
点
の
う
ち
、

厳
正
な
審
査
を
経
て
次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
よ
う

や
さ
し
い
気
持
ち

私
か
ら

(小
6
)
小
林

知
夏

大
丈
夫

皆
が
ち
が
っ
て

あ
た
り
ま
え

(中
3
)
竹
渕

成
瀬

あ
り
が
と
う
=
…

交
わ
す
言
葉
で
心
が
和
む

(
一
般
)
武
渕
喜
美
子

あ
い
さ
つ
は

み
ん
な
の
心
の

た
か
ら
も
の

(小
1
)
田
中

結
梨

ご
め
ん
ね
が

言
え
る
心
っ
て

す
て
き
だ
よ

(小
2
)
水
口

晃
希

や
さ
し
さ
は

え
が
お
に
な
れ
る

ま
ほ
う
だ
よ

(小
3
)
田
中

陸
登

考
え
よ
う

相
手
の
心

た
し
か
め
よ
う

白
分
の
言
葉

(小
4
)
茂
木

櫻
輔

や
め
よ
う
よ

そ
の
一
言
で

み
ん
な
笑
顔

(小
5
)
町
村

月
音

人
権
は

優
し
さ
と
強
い
心
で

守
ら
れ
る

(小
6
)
深
石

蕪

あ
り
が
と
う

世
界
を
変
え
る

合
言
葉

(中
1
)
新
島

悠
河

人
権
を

守
っ
て
広
が
る

笑
顔
の
輪

(中
2
)
平
形

卓
弥

考
え
よ
う

白
分
の
行
動

袖
手
の
気
持
ち
‐

(中
3
)
大
木

稀
泉

助
け
合
い

励
ま
し
合
っ
て

声
か
け
て

(
一
般
)
後
藤
ふ
さ
枝

や
っ
ち
ゃ
だ
め

じ
ぶ
ん
が
さ
れ
て

い
や
な
こ
と

(小
1
)
寺
田
ひ
な
り

人
の
気
も
ち
も
考
え
て

自
分
の
心
も
そ
だ
て
よ
う

(小
2
)
茂
木
さ
く
ら

友
だ
ち
の

｢
い
い
と
こ
さ
が
し
｣

し
て
み
よ
う

(小
3
)
唐
澤

空
艮

日

考
え
よ
う
!

相
手
の
気
持
ち
と

入
れ
か
え
て

(小
4
)
倉
田
穂
"
否

1

い
じ
め
は
ね

み
ん
な
の
笑
顔

う
ば
う
こ
と

(小
5
)
金
岡
否
紗
湖

月

わ
す
れ
な
い

命
の
重
み
と

や
さ
し
さ
を

(小
6
)
小
淵

詩
音

爲

大
切
に

相
手
を
思
う

そ
の
気
持
ち

(中
1
)
後
藤

悠
香

5

一
人
じ
ゃ
な
い

あ
な
た
の
そ
ば
に
は

友
が
い
る

(中
2
)
五
鶯

彩
乃

駝

同
じ
だ
よ

見
過
ご
す
あ
な
た
も

い
じ
め
っ
子

(中
3
)
大
畑

隆
也

平

自
分
を
愛
し
他
を
愛
す
る
こ
と
を
伝
え
た
い

ま
ず
は
家
族
の
絆
か
ら

ふ
テ
　
　

(
一
般
)
石
坂

元
美

や
わ
ら
か
く
て
甘
い
乾
燥
芋

平
成
24
年
度
人
権
標
語
入
賞
作
品
薮
称
略
)



去
る
、
2
月
16
日

(土
)
に

高
川
村
表
彰
式
、
高
山
村
生
涯

学
習
･
社
会
福
祉
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
村
表
彰
式
か
ら
始

ま
り
、
意
見
･
体
験
･
活
動
発

表
、
舞
台
発
表
、
展
示
発
表
と
、

幼
稚
園
児
か
ら
文
化
協
会
ま
で

の
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
日
頃
の
学

習
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ

　　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　　
　

、卸慰
も
彗
-

　
　
　
　
　

　
　
　

き詳
こげ
涎
げ

“騨
淋

ず

訓

　
　　
　
　
　
　
　

き
ま
し
た
。

午
後
の
生
涯
学
習
講
演
会
で

は
、
演
芸
家
の
江
戸
家
猫
八
先

生
を
お
招
き
し
、
｢も
の
ま
ね
芸

に
生
き
る
｣
と
越
し
て
、
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
戸
家
猫
八
先
生
ご
自
身
が

も
の
ま
ね
芸
を
と
お
し
て
経
験

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
笑
顔
や

健
康
な
ど
の
大
切
さ
を
楽
し
く

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
表
彰
関
係
は
、
次
の
方

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
被
表
彰
者
名
簿

(敬
称
略
)

1
表
彰
状
贈
呈

岡
村

貞
吉

(多年
に実
番
付行為
)

2
感
謝
状
贈
呈

高
平

秀
三

(前
教
育
委
員
)

鈴
木

正
暁

仝削
教
育
委
員
)

割
田

金
二
(前
選
挙
管
理
委
員
)

平
形
知
之
助

(前
選
挙
管
理
委
員
)

尾
見

豊

(前
選
挙
管
理
委
員
)

渡
辺

敏
雄

(前
選
挙
管
理
委
員
)

中
澤

正
志

(前
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
)

荒
井

秀
幾

(前
人
権
擁
護
委
員
)

小
林
千
代
三
郎

(花
い
っ
ぱ
い
運
動
)

3

生
涯
学
習
表
彰

①
生
涯
学
習
功
労
者

荒
木

長

(文
化
協
会
尻
高

人
形
錦
松
会
)

粉
笠
井
1ま
つ
字
“
(文
化
協
会
大
正
琴
部
)

都
筑

文
江

変
化
協
会
大
正
琴
部
)

里
省
石

い
ち

(文
化
協
会
大
正
琴
部
)

脳
【
千
I智
茶代N
(文
化
協
会
民
踊
部
)

水
出
イ
リ
子

(文
化
協
会
民
踊
部
)

都
筑

順
子

(食
生
活
改
善
推

進
委
員
連
絡
協
議
会
)

②
優
秀
学
習
者

山
野
井
美
桜

(小
学
生
)

唐
澤

空
良

(小
学
生
)

平
形

和
也

(小
学
生
)

宮
武

知
也

(小
学
生
)

中
澤

周
作

(文
化
協
会
書
道
部
)

丸
山

理
絵

(書
道
)

平
形

晴
長

(新
俳
句
)

③
高
山
村
の

｢未
来
に
残
し
た

い
写
真
｣
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

中
嶋

輝
久

(最
優
秀
賞

【村
長
賞
一
･
人
選
･
佳
作
)

高
橋

健
一
(優
秀
賞

【議
会
議
長
賞
】)

西
形

菊
美

(優
秀
賞

【教
育
長
賞
】
･
人
選
)

奈
良

哲
男

(佳
作
)

藤
島

貴
光

(佳
作
)

平
松

拓
徒

(ジ
ュ
ニ
ア
の
都

最
優
秀
賞
【村
長
賃
】)

④
人
権
標
語

(最
優
秀
賞
)

小
林

知
夏

(小
学
生
の
部
)

竹
渕

成
海

(中
学
生
の
部
)

武
渕
喜
美
子

(
一
般
の
部
)

4
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰

善
行
会

(高
額
寄
付
)
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片響こ碑鰔翻襁癈鰤杣鮒賑機額揖淘鈍川-村生涯学習,


